























































































National Institute for Educational Policy Research
児童生徒を認めていることが伝わるメッセージを返す
対話にも
使えるんだね児童生徒の記録を基にして
教師はどう関わるのか
書かせて終わりではなく，児童生徒の頑張りを教師が認めているというメッセ
ージを返すことが大切です。教師の負担を軽減しつつも，対話的な関わりを目指
す上では，児童生徒の記載内容の「ポイントとなるところに線を引く」程度からま
ずは始めるのでも良いでしょう。キャリア・カウンセリングの初めの一歩として
も位置付けたいところです。（キャリア・カウンセリングについては平成28年に
当センターから発刊された「語る，語らせる，語り合わせるで変える！キャリア教
育」を参照してください。）
課題や検討が必要なこともまとめておきましょう。
キャリア・パスポート活用にあたっての検討課題
児童生徒の行動と考えや思いを整理する工夫が重要ですよね。「具体的に何をした」「今度は
何をする」といった項目や「そのときどう思った」「なぜこうしたい」といった項目などを尋ね
ることで，自分の行動を客観的に見るように促していくのも有益でしょう。
キャリア・パスポートをまとめるときを見越して，後で振り返ったときにそのときの気持ち
を思い出す手掛かりとなる記述がなるべく多くなるように促しましょう。
書くのが苦手な児童生徒は「印象に残ったことは『体育祭』」，「頑張ろうと思うことは『テス
トの点を上げる』」といった，単語や短文になりがちですが，まずは書けたものを前提にしつ
つ，自身の考えをより表現できるように関わっていくことが大切です。
見通しの観点からは，将来の自分を想像させることもよいでしょう。キャリア・パスポート
に残しておくことで，想像した時点が来たときに，当時の想像の自分と，今の自分を比べる
機会を提供することができます。また，自己変容を確認することにもつながります。
どのように記録させるの？
「教師の対話的な関わり」をするには，具体的な記述が必要では。
